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高橋純子 鄭聖美
2012年度 l学期、 2学期において、使用読解教材と授業での学習活動についてアン
ケート調査を行った。 2学期、 3学期において、学習者の読み方に関するアンケート
調査を行った。本稿はこの 2つのアンケートの回答を集計、分析したものである。そ
の結果、使用した読解教材、及び小グループでの話し合い、小テストなど設業での活
動に対する受講生の肯定的評価がわかった。読解において困難と感じている要因とし
て、ほとんどの受講生が「語集と文法の知識J i背景知識の有無」をあげていた。授
業で読みたい読み物として、「新しい単語や表現がたくさん学べるもの」という回答
が最も多かった。 J600中級学習者は語嚢の知識が足りないと感じており、それを増や
したいと考えている。また、漢字習と非漢字圏の学習者における読み方の傾向に違い
が見られた。
{キーワード)読み方調査 教材および授業活動評価 読解の閤難点
A Report on an Intermediate ]apanese Reading Class: 
focused on the learners' needs 
TAKAHASHI Junko， JUNG Sungmi 
[Abstract] This paper reports on the results of two surveys: an evaluation of the 
reading materials and c1ass activities conducted in the first and second term， and a 
survey regarding reading strategies in the second and third term in 2012. The 
learners showed their interests in the reading materials， and found the class activities 
quite useful. Most of them mentioned that vocabulary and background knowledge 
were important to understand the texts. They expect reading materials to be ful of 
new vocabulary and expressions. The intermediate learners of J600 feel that they 
don't have enough vocabulary and are eager to increase them. The learners with 
kanji backgrounds tended to use top-down reading strategies， while the learners 
合omnon-kanji countries tended to rely on the dictionary. 
[Keywords] reading strategies， evaluation of reading materials and class activities， 
difficulties in reading 
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1 .はじめに
2012年度 l学期及び2学期において、授業で使用した読み教材、授業での活動に関し、
受講生の取り組み、反応を知るために学期の最終週にアンケート調査を行った。このアン
ケートのiヨ的は、使用した読解教材を受講生はどう捉えていたのかを採り、読解教材選択
の参考にしようというものであった。 2011年度に使用した教材の一部を差し替えようと考
えていたのだが、その読み物「血液型による性格判断」が毎学期、受講生からの評価が高
かった。これは、教師側には意外な反応であった。そこで、さらに、 2学期と 3学期の学
期開始時に受講生の読み方、読解の際に困難と感じる点、どのような読み物を授業で取り
上げて欲しいと考えているのかを知るためのアンケート調査を行った。この 2つのアンケー
ト誠査結果を集計、分析し、教師に見えていなかったところはないのか、を探り、学習者
の求めるものを知り、それを授業改善に役立てようと考えた。また、 2名の教師で 3クラ
スを担当するため、それぞれのクラスの情報交換、均質化を[~るためでもあった。本稿が、
このレベルの学習者理解を促し、教材と授業活動の適正化を図る一助となることを願う。
2. アンケート調査の実施
2. 1 アンケート内容
2種類のアンケート調査を行った。形式は選択肢から答える質向と自由記述を併用した。
2つのアンケート調査を以下(1)I読み方調査アンケートJ(2) I教材・授業活動評価アンケー
ト」と呼ぶ。(資料1、2)それぞれの目的と概要は次の通りである。
(1) I教材・授業活動評価アンケート」
使用読解教材に関して、 1)面白さ、 2)難しさ、 3)役に立ったかどうか、という項
目を 3段階で評価し、その理由を自由記述で書くスペースを設けた。さらに、受講生の
授業への取り組みを 3段階で自己評価し、授業で行ったグループでの読み練習、内容に
ついての話し合い、読解教材毎の小テストについて役に立ったかどうかを 3段階で評価
し、教材評価同様自由記述のスペースを設けた。
(2) I読み方調査アンケートj
学期開始時にレベルチェックテストと同時に配布し、実施した その目的は、受講生
の読み方の傾向を知るためであると向持に、授業に先立ち、「読むJB寺の自身の行動を
受講生に意識させるためでもある。 トップダウンで読んでいく傾向があるのか、ボトム
アップで読む宵'演があるのか、何が読解でi翠難な要因と考えているのか、読んでいるう
ちに分からなくなった時にはどのような対処法をとるのか、読解力を身につけるため実
際どのような努力をしているのか、授業でどのような読み物を読みたいか、などの質問
を設定した。
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2.2 アンケート対象者と思答者数
(1) r教材・授業活動評価アンケ-]-'J の対象者と回答者数
読むJ600は3クラス開請された。 1学期は 3クラス全てでアンケートを行ったが、 2学
期は 2クラスのみで実施した。 3学期には、この調査を行わなかった。調査の対象者と回
答者数は、以下の表 lの通りである。
表 1 r教材・授業活動評価アンケートJの対象者と回答者数
対象者 回答者(計58名)
2012年度一 1学期 3クラス、 31名:中国16名、ロシア3名、ウクライナ1 うち、 29名
名、カザブスタン2名、ウズベキスタン2名、韓国]名、
シリア l名、イギリス 1名、ブラジルl名、アメリカ2
名、イラン 1名
2012年度一2学期 2クラス、 36名:中国14名、台湾4名、ウクライナ1名、 うち、 29名
カザフスタン3名、ウズベキスタン5名、キルギス l名、
カンボジア 1名、タジキスタン2名、ロシア2名、ラト
ビア l名、 リトアニア 1名、 ドイツ l名、ポーランド3
名、スペイン l名、インドネシア I名、セルビアl名
(2) r読み方調査アンケート」の対象者と回答者数
1学期にはこの調査を行わなかった。 2学期と 3学期には、 3クラス全てでアンケート
を行った。調査の対象者と回答者数は、表2の通りである。
表 2 r読み方調査アンケートjの対象者と回答者数
対象者
2012年度-2学期 I3クラス、 55名:中富23名、台湾5名、韓密3名、ウク
ライナ 1名、カザフスタン3名、ウズベキスタン5名、
キルギス l名、カンボジア l名、タジキスタン2名、ロ
シア2名、ラトビア l名、 リトアニアl名、 ドイツ l名、
ポーランド3名、スペイン l名、インドネシア 1名、セ
ルビア 1名
加 2年度-3学期 I3クラス、 36名:中富11名、台湾l名、韓国2名、エジ
プト 2名、ベトナム2名、アメリカ2名、ロシア 1名、
エストニア l名、インドネシア l名、ウズベキスタン l
名、アメリカ l名、 トルコ l名、カザフスタン l名、ラ
トビア l名、チヱコ l名、モンゴルl名、ブラジルl名、
オーストラリアl名、キルギス1名、メキシコ l名、ルー
マニア 1名、ポーランドl名
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うち、 44名
うち、 28名
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尚、「読み方調査アンケート」の回答者72名の内、漢字窟受講生は計35名で、非漢字菌
受講生は37名である。漢字圏受講生は、中国、台湾、韓国人受講生を、非漢字圏受講生は
それ以外の受講生を指す。中国系あるいは韓国系で漢字菌の社会・文化背景を持ち、他の
国籍を有する受講生はいなかった。
3.読査結果
教材・授業活動のアンケートを l、2学期に実施し、読み方調査アンケートは2、3学期
に実施したが、本稿では読み方調査の結果を踏まえ、受講生の教材評価、授業活動評価の
基準を考察していく。よって、読み方調査の結果を先に示す。
3. 1 読み方調査の結果
「最初から l行ずつ単語の意味を確かめて読んでいくJ(以下逐語的読み方)のか、ある
いは、「わからない単語や表現があっても、類推しながら最後まで読んでいくJ(類推的読
み方)のがいいと考えているのかを問うた。延べ回答数96のうち、 61名(約64%)が「類
推的読みJを、 35名(約37%)が「逐語的読みJを選んだ。両方を選択した受講生が72名
中24名いた。そこには、読み物によって読み方が異なるという記述がいくつかあり、専F'J
に関する文章は逐語的に、小説などは類推しながら読み進める、というものであった。
読み調査 (72名)
非漢字圏(37名) 漢字画(35名)
類推的読み(61名)
逐語的読み(35名)
非漢字圏 漢字国
類推的
読み
66% 
逐語的
読み
?
?
? ? ? ? ???? ?
図1 読み方の傾向
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非漢字圏学習者と漢字圏学習者の読み方の傾向を見ると、非漢字画受講生は約61%が、
漢字圏受講生は66%が類推的読みを選んだ。漢字圏受講生の方が「類推的読みJを選んだ
割合、非漢字密受講生が逐語的読みを選んだ割合がそれぞれやや高かった。漢字国受講生
は漢字語棄を追って、大体の文章理解をしようとし「類推的読みj を選ぶ率が高かったと
考える。一方、非漢字圏受講生は、後述する読解の~難点として「漢字がわからない」と
挙げているように漢字詰藁を始め言葉の意味を調べることを「いつもそうしているj ょうだ。
表 3 読み方の選択理由
逐語的読み 非漢字国γ漢字額 類推的読み 非漢字額;漢字額 計
安心で、きる 5 6 19 18 37 
大そ早読内い容む変つうくがだでともしト理とはでい解なたがドいでる《なのきるわかりやすい 15 10 25 3 5 8 
そうしてしる 4 2 6 8 15 
脳、.~.......齢、一・ -~ 
その他 。 2 2 そのf也 2 2 
類推的読みの選択理由は、両者とも「早く大体の内容を理解できる」が一番多く、漢字
圏と非漢字菌受講生の差は見えなかった。一方、逐語的読みの選択理由は、両者とも「わ
かりやすい」が一番多い。
プレースメントテストを経て、適正レベルに配置されているはずの受講生である。そし
て教師も受講生のレベルにあった教材を選択しているので、単語や文型を暗号解読のよう
に一つ一つ調べなければ理解できないような教材は選択していないと考える。受講生が
「逐語的読みJをどう解釈しているのかは、検討が必要だ。
3. 2 読解における密難点
懇非漢字醤(37名)バ漢字密(35名)
語桑・文法力の不足(67名)
背景知識の不足(42名)
内容に興味がない (21名)
その他(5名)
図2 読解における函難点
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表4 非漢字閣と漢字習の読解における霞難点
割合
91% 
63% 
内容に興味がない (13名) 34% 
その他 (4名) その他 (1名) 2.6% 
読解の 12sl難点として、 72名中67名(約93%)が「詩集・文法知識の不足Jを、 42名(約
58%)が「背景知識の不足」を挙げた。漢字盤、非漢字菌受講生ともこの 2つを国難点と
しているようだ。背景的知識を困難とする漢字図受講生が予想より多かった。日本と文化、
歴史的背景を共有するところが多いにもかかわらず、背景知識の不足を 12sl難点としたこと
は興味深い。
3胸 3 読んでいて分からなくなった時の対処の仕方
磁非漢字国(37名) 漢字菌(35名)
分からない言葉を辞書で調べる (38名)
読み続ける (33名)
前に戻る (33名)
その笛所を何回も読み返す (19名)
諦めて読みやめる (1名) ~ 
図3 分からなくなった時の対処の仕方
5つの選択肢から 2つ選ぶよう指示したが、 lつだけ選んだ回答、 2つ以上選んだ回答
もあった。非漢字圏受講生で 1名、諦めて読むのをやめると回答しているが、自分で選ん
だ読み物について、という但し書きがあった。これは考察の対象から外す。受講生全体の
傾向として、わからなくなった時に、辞書で調べるが最も多く53% (72名中38名)であっ
た。
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表 5 非漢字圏と漢字国の対処の仕方
非漢字圏 (37名) 割合 漢字国 (35名) 割合
辞書で調べる (25名) 68% 前に戻る (20名) 57% 
読み続rける (15名) 41% 読み続ける (18名) 51% 
;前に戻る {13名) 35% 辞書で調べる (13名) 37% 
何回も読み返す(ロ名) 35% 何回も読み返す (6名) 17% 
読むのをやめる (J名)， 3% 読むのをやめる (0名) 0% 
非漢字圏受講生は、「辞書で誠べる (68%)>読み続ける>前に戻る>何回も読み返す、
と受講生全体の順位と重なる。漢字密受講生は、前に戻る>読み続ける>辞書で調べる
(37 %) >何回も読み返す、の1損であった。漢字圏受講生は、漢字語棄の意味を誠べなく
ても読み進んでいけるのに対して、非漢字国受講生が漢字詰棄を調べる必要があることを
示していると考える。漢字留受講生の方が効率的な読み方ができると言える。
3. 4 授業で読みたい読み物
綴非漢字圏(37名) 漢字圏(35名)
語嚢・表現がたくさん学べる (19名)
内容が面白く、理f拝しやすい(19名)
日本について学べる (16名)
知識が増え、話題にできそう (10名)
文型が学べ、復習できる (10名)
内容理解のために深く考える (4名)
6 
5 
6 
8 
7 
図4 授業で読みたい読み物
表 6 非漢字匿と漢字国の授業で読みたい読み物
非漢字圏 (37名) 割合 漢字額 (35名)
諮桑・表現がたぐさん学べる (13名) 35% 内容が郡白く、理解しやすい (8名)
内容が商白く、理解しやすい(11名) 30% 日本について学べる (7名)
日本にフいて学べる(~名〉 24% 語葉・表現がたくさん学べる (6名}
文裂が学べ、復習できる t:5名〉 14% 知識が増え、話題にできそう伶名〉
知識が増え、話題にできそう (4名) 11% 文型が学代、復習できる (5名)
:理解するために深く考える (1名} 3% 、理解するために深く考える (3名}
割合
23% 
20% 
17% 
17% 
B% 
9% 
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「詰嚢・表現がたくさん学べるもの」、「内容が面白く、理解しやすいものJをそれぞれ19
名が選び、最多で、次に「日本について学べるJが16名で多かった。「内容理解のために深
く考える」を選んだのは 4名で一番少なかった。
「語嚢・表現がたくさん学べるものJと回答した非漢字国受講生が35%で、漢字圏受講
生では20%にとどまった。わからなくなったIi寺の対処の仕方として非漢字圏受講生では「辞
書で調べる」という回答が多かった。読解において語集・表現の不足を漢字圏受講生より
切実に感じている結果、そのような知識が得られる読み物を求めているのではないかと考
える。
一方、漢字圏受講生は、漢字詰棄が類推できるという強みがあり、 f知識が増え、話題
にできそうな」あるいは「理解するために深く考える」読み物が読みたいと答える余裕が
あるのではないかと考える。両者とも「内容が面白く理解しやすい」読み物を上位に挙げ
ている。この点は、教gfi側にとっては参考にすべき点であった。授業で扱う読み物は、難
易度の低いものを間に入れるなどの工夫をしながらも、学習者にある程度の負荷をかけた、
やや難し自のものを選択していた。「内容が面白く理解しやすい」読み物の多読を通して
学習者に読む楽しみ、達成!惑を与えながら語集・表現の学習が支援できるような読み物教
材選択を試みようと考えている。
3. 5 読む力をつけるために必要なもの
この質問は白由記述で答える形式であった。表12は、記述内容が同じものをまとめたも
のである。
「単語・語葉・表現の知識 (72名)Jを挙げる受講生が一番多かった。「漢字力 (18名)Jと
合わせると90名になる。次に「文法・文型の知識 (32名)Jと続くが、これは受講生が読
解の I~難点として最も多く挙げた回答と一致する。「できるだけ多く読む (25名)J r興味の
ある内容を読む (17名)Jと「本・小説などの長文を読む (16名)J r新開・雑誌などの記事
を読む(15名)Jr様々なタイプの文を読む (14名)Jr読む練習をする (8名)J r毎臼読む (7
名)Jr繰り返し読む (4名)Jr母語あるいは英語で既に読んだ読み物を日本語で読む (2名)J
と「読む」ことが必要だという記述は77件にのぼる。そしては番「音声によるインプット
をする (5名)J 、24番「聞く能力をつける (2名)J 、22番「シャドーイング (2名)をする」
と19番「音読をする (2名)Jも加えると11名が読む力をつけるためには開く力を始め、他
の技能も必要と考えている点は興味深い。「筑波大学留学生センターにおける学習者のニー
ス、分析J で、孟・小ill予 (2012) で「読む」活動の I~難点として「語蒙」が、 I~ヨ・酒井 (2012)
で「聞く j 活動の困難点として「スピード」と「語葉j が、許・関 1埼(2012)で「話すj 活
動の困難点として「語嚢・表現j が、劉・木戸 (2012)でも「書く」の困難点として「語
嚢」が指摘されている。学習者の記述に「日本語のさまざまな書き方を学びたい。「読む」
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表 7 読む力をつけるために必要だと思うもの
項目 回答数|
01 単語・語集・表現の知識(深さと広さを含む)を増やす 72名
02 文法・文型の知識を増やす 32名
03 できるだけ多く読む 25名
04 漢字力(音読み、意昧、語構成)をつける 18名
05 興味のある内容の読み物(面白し 1もの・専門書)を読む 17名
06 長文(本・小説)を読む 16名
07 新聞・雑誌などの記事を読む 15名
08 様々なタイプの文を読む 14名
09 読解ストラテジー(読む方法、読むスキル、速読や精読)を学ぶ 9名
10 読む練習(詳細不明)をする 8名
1 毎日読む 7名
12 背景知識(日本の歴史・文化、司本人の考え方、常識など)を得る 7名
13 読破(最後まで読んで、全体内容を理解する)する 5名
14 音声によるインプット(テレビ・アニメ・ニュース・歌などを見る・間く) 5名
15 日本語授業やその宿題にしっかり取り組む 5名
16 繰り返し読む(教材をもう一度読む、何度も読む) 4名
17 読後活動(要約・まとめ、感想文、話し合い)をする 3名
18 書き言葉になれる、書く能力をつける 3名
19 音読をする 2名
20 論理的な考え方を身につける 2名
21 母語への翻訳版を読む、翻訳する 2名
22 シャドーイング(開きながら読む、読みながら聞く)をする 2名
23 (母語あるいは英語で既に読んだ)読み物を自本語で読む 2名
聞く能力をつける 2名
文章全体の構造分析をする 1名
を通じて書く力も上げたい。書き方をマスターするには、「読むj と「書く jが必要です。」
(孟・小野2012: 316)がある。学習者は語集を拡充するため、あらゆる方法を駆使しよう
としているのではないか。「読むJI開くJI話すJI書く」という枠を越え、読んで視覚から
得た単語を正確に発音してみる、つまり上手に音読ができる。その単語を文脈の中で聞い
て理解できる。正しい発音で会話の中で使える。適切な文脈でその単語を使って文章が書
ける、という日本語力の全般的向上を呂指しているのであろう。実際、「読む」の授業は、
読んだものについて要約、感想、意見を言う、書く、学生同士の意見交換では他の学生の
話を間く、あるいは教師の説明を聞く、という活動で成り立っている。
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4. 教材・授業活動評価の諮査結果
4. 1 受講生による教材評価
表 8の読み教材Aを使用した。それぞれの教材は以下の特徴を持っている。
表 8 2012年度読むJ600の読み教材とその特徴
IrUL1喪主iによる性格'l'UI析」
(W日本語中級読Wj~~
アルクから)
特徴:説明文。
新1語集・表現、|質問句が多く、文章全体の構造を学ぶというよりは、
-表現の羅列になっている。 4，4で述べた「どのような読み物が
読みたいか」という分類では、「新しい単語や表現がたくさん学べる
ものj および「何か新しい知識が習得でき、話題にできそうなもの」
に対応する。
「トットちゃんJ 特徴:物語風エッセイ。
(W中級からの日本語 l比較的読みやすく、平易な話し言葉で書かれている。臼常生活で、使用
読解中心』新典社から)Iするであろう「しゃがむJIふんばるJI穴を掘るJI j埋める」などの語
「ラナルド・.マクドナルド
と森山栄之助j
( W日本を知ろう』
三iFHljC{，ワット-伊東
泰子著 アルクから)
I {fJjの祭干し」
(吉村Jij苦からの抜粋
(W[ヨヰ;を矢1ろう』
三i!J1出・ワット・伊東
泰子著 アルクから)
金が学べる。「内容が面白くスムーズに理解できるものj に対応する。
特徴:歴史説明文。
歴史的背景知識が必要な読み物で、漢字詰棄が多い。しかし、使用さ
れている文型、構文は平易で、単語の意味を丁寧に調べて読み進めれ
ば、理解できるものである。背景知識として求められるのは、日本が
江戸時代鎖国をしていたこと、当時英語ではなく、オランダ語が外交
場面で公式言語として採用されていたこと、そして海外では、奴隷貿
易が行われており、それに使われた奴隷船に関する背景知識などであ
る。「臼本の文化や日本について何か学べるもの」に対応する。
特徴:小説の抜粋。
「ラナルド、・マクドナルドと森UJ栄之助」と関連する読みもので、ラナ
ルド・マクドナルドが森山栄之助と他の通事たちに英語を教える場面
の描写である。記述されている文章から、書かれていない情景、心情
などを読み取る、いわゆる行間を読むことが求められる。「日本の文
化や日本について何か学べるもの」および「内容を理解するために深
く考えなければならないものJ に対応する。
上記の教材について、面白さ、難しさ、役に立ったか、という 3つの項目で評価しても
らった。回答は 3つの項目全てに答えず、面白さのみ評価したものなど、不完全なものも
あったが、回答実数を以下の[2{l5に記す。表 9には、各教材についての受講生の主な自由
記述をまとめた。
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血液型
トットちゃん
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おもしろい
謬はい ふつう惑いいえ
血液型
トットちゃん
ラナルド…
海の祭礼
むずかしい
務はいわふつう潔いいえ
4つの教材の評価総数 役に立つ
役に立つ
はい ふつう機いいえ
難しい 面白い
血液型
トットちゃん
ラナルド…
海の祭礼
図5 読み教材評価
制まい ;ふつう怒いいえ
表 9 受講生の各読み教材についてのコメント
「峨型による性格判i析JI面白い:人間の性格は面白いテーマだ (3名)、峨型によって人の性
格が違う、内容について本当かどうか真剣に考えた (2名)
面白くなしい血液型による性格は信じていないから
難しい:議設民投怠心意桑必乏ど (5名)、この授業で一番難しい読み
物でした
役に立つ:設ふ心意義主表盟主捜本主 (3名)、この授業で一番効果的
なテキストでした、人の性格につての単語と知識が深まった (2名)、人
と話すときに役立つ
役に立たない:ム2法強ζス心エ匁設μゑ浪~¥ 
「トソトちゃんJ I面白い:作家がトソトちゃんの気持ちゃシーンをよく説明している
ストーリーがおもしろい、テキストに書いていないところについて考
えさせる、自分の子供時の似た経験を思し 1出した (2名)、もし自分が
トットちゃんならどうするかと想像しながら読んだ、 トットちゃんが
お金をどうするかドキドキした
ふつう・簡単だ:ゑゑ立笈ふ心意柔必怠たユt:_。読んですぐわかる文
章た
役に立つ:レベルがちょうどいい、練習問題をやって意見を出すカが
上がった、血液型の後に勉強してちょうどよかった、援ゑニ援金ゑtci:
どの動作を表す動詞が勉強できた
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「ラナルド・マクドナルド 面白い:1ヨ本の歴史に関係があるから、日本歴史の中でも面白いi時代
と森ilJ栄之助」 だった、人生について考えさせてくれた (2名)
(ふつう・簡単だ)文の構造や語集がやさしい (2名)
(難ししす難しい詩嚢と文法があった
(役に立つ)日本の摩史について知識が増えた、日本の歴史について読
んだのは初めてだ
「海の祭礼」 (面 I~l ~ ¥)マクドナルドの考え方が学べる、新しい言語を習得する過程
が面白い、繰り返して読むと毎回新しいのが分かる
(簡単だ)語嚢や文法がかんたんだ
(役に立つ)いろいろ考えさせた
教材全体に関して、「面白いJ1役に立つj という評価が多かった。「血液型による性格
判断Jは、 1面白いJ1難しし1¥J 1役に立つ」の 3項目全てで評価が最も高かった。受講生は、
この教材を「新しい単語や表現がたくさん学べるものJ1可か新しい知識が習得でき、話題
にできそうなものJとして好んだようである。一方「トットちゃんj は「難しいJ1役に立
つJにおいて一番低い評価であった。やさしいので、新たに学ぶ語集、文法・文型が少な
く、「役に立つJという評価が低かったのではないだろうか。「おもしろしりという評価に
おいては高かった。「ラナルド・マクドナルドと森山栄之助は、「おもしろいJ 1難しい」
「役に立つJが4つの教材の中でもバランスがいい方と言えるだろうか。 1可か!ヨ本につい
て学べるj という点で評価されていたようだ。「海の祭礼」については「難ししリとする
受講生が予想外に少なかった。教邸としては、行間を読む、心情を推測する、など難易度
の高い教材だと考えていたが、受講生の評価は異なった。高橋 (2013)で指摘したが、ス
トーリーを追う表面的な読みに留まり、教師が意図したレベルの深い読み方ができていな
かったためではないだろうか。「トットちゃんJ1海の祭礼j など物語性のあるものは話の
筋をたどることができるだけで満足し、「難ししりの評価が下がるのかもしれない。
4. 2 受講生による授業活動評価
授業のWJに読み物を読んできたか、自分自身の授業への取り組みはどうであったか、グ
ループでの話し合い活動はどうであったか、読み物毎の小テストはどうであったか、と言
う質問をした。それぞれ、「どうしてですかJ という理由を書くスペースを設けた。その
集計結果を表10から表13にまとめた。
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表10 授業前に読み物を読んできた
いつも 29名 -矢口らない漢字・単語があるから、準備しないと大変だから (4名)
-授業の前に予習したら、授業でよく理解できる (8名)
-クラスメートと意見交換をするため (3名)
B寺々 25名 -真面白な学生ではないので、予習不足だった (2名)
-言葉が難しく、文法が複雑で、わかりにくい (3名)
. (専門の)勉強が忙しくて (4名)
-授業で読むからと思って読まなかった (1名)
全然 l名
55名の回答者のうち、「いつも読んできた(約53%)Jが半数以上、「時々読んできた(約
45%)も半数近くいた。受講生は真面白に取り組んでいたと言える。いつも読んでくる理
由は、漢字力や語嚢力の不足を補うため、授業でよく理解するため、グループ活動での意
見交換をするため、と意欲的に授業に取り組む姿が見られた。時々読んでくると答えた受
講生は、専門の勉強のため時間不足だった、語嚢力や文法力不足のため 1人で予習するの
が困難だったことを理由とする記述があった。自力で予習ができない受講生を支援する方
法を考える必要がありそうだ。
表1 授業への取り組みの自己評価
とてもよく 15名 -宿題を完成した、援たιい心か京ら葉(2ι名護)主ゑ週三本 (3名)
勉強した -日本語力を伸ばし
-読む力は日本語の上達に大切な能力だ (1名)
-自分のことだから当然だ (1名)
-いつもそうしている (1名)
ふつう 36名 -入試のため、時間がとれなかった (2名)
. (研究、他の授業、仕事、入試で)時間がなかった (5名)
-内容はあまり難しくないから (2名)
-読み物を授業前ちゃんと読んでいなかった
-勉強したけど成績がよくないから一生懸命とは言えません
-単語を調べて、宿題をやった以外はあまりしませんでした (1名)
あまり勉強 3名
しなかった
授業への取り組みの自己評価は、回答者の約66%(36/54名)が「ふつうj と答えたo
f宿題を完成し、漢字も調べた」ので「とてもよく勉強した」という回答と「単語を調べ
て、宿題をやった以外はあまりしなかったJので「ふつうj と評価した回答があったが、
授業での受講生観察から、受講生は毎回予習し、授業に臨むのが「よく勉強するj 態度と
認識していると思われる。
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表12 グループでの話し合い
役に立った 42名 -意見交換をしながら、内容理解が深まる (9名)
-間違ったところ(漢字の読み方、発音なども)に気が{すく (7名)
-話す練習ができる(1名)
あまり役に
5名
-みんなで読んで分からないところを先生とチェックするほうがよ
立たなかった く分かる (2名)
-学生は内容躍解と文法が上手ではないので、グループで読む時間
を短くして、先生が説明した方がいい(l名)
i人で 7名 -一人で、ゆっくり読んだ方が良くわかる(1名)
読んだ方がいい -集中できる (2名)
-他の人の意見には興味がない (1名)
-学生同士の話が合わない (1名)
グループ活動については、回答者の約76%(42/54名)が「役に立ったj と答えた。グルー
プでの意見交換が内容理解に役立ったとする記述もある一方で、漢字の読み方、言葉の意
味を教えてもらえるという理由で役に立ったという記述もある。予習をしていない受講生
がグループ学習を辞書代わりに役立てている面もありそうだ。 1人で読んだ方がいいと答
えた受講生の中には、予習してきていないので、グループでの話し合いに参加できない、
という事情があるのではないだろうか。学生同士では日本語が未熟なため、話が合わない、
教Igijが説明した方が楽に早く分かる、という記述もあった。受講生の発話力、開き取り能
力が効果的なグループ活動に関係していると言える。
表13 小テスト
役に立った 43名 -復習に役に立った (14名)
-語嚢・表現を覚える機会となった (5名)
-期末ァストの準備ができる (1名)
-読み物をもっと深く理解できる (2名)
-自分の理解が正しいかどうかわかる (2名)
-テストがないとやる気がない (2名)
あまり役に 9名 -授業でやったこととあまり変わらない (1名)
立たなかった .1寺間があったらやってもいいが、もっといろいろな文章を読みた
い (1名)
-よく使う言葉が少ない (1名)
ない方がよい 。名
小テストの内容は、各読み物で使われている主要な漢字語集の読み方、表現、{費用匂な
どの使い方を問うものである。「授業でやったこととあまり変わらなしりというコメント
があるが、まさにその通りで、授業に出席して、よく理解していれば、小テストはあまり
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役に立たないのかもしれない。しかし、回答者の83%(43/52名)が「役に立ったJと答え
ていた。その理由としては、「復習に役に立った」とするコメントが多く、次に「詩集・
表現を覚える機会となったj と言うコメントが続く。受講生が読解の困難点として「語集・
文法」、また、読む力をつけるためには何が必要かでは、「単語・語'藁・表現の知識(深さ
と広さを含む)を増やすj という回答が一番多かった。小テストは、この点において受講
生の学習意欲を促したと言えるのではないだろうか。
5.調査結果から見えたもの
読み方調査と教材・授業評価の 2つのアンケートから次のことが見えてきた。
-漢字国、非漢字圏受講生ともに「類推的読み」の方を「逐語的読み」より多く採用して
いる。その理由は、両者とも「早く大体の内容を理解できるJからだとしている。
-漢字圏受講生の方が「類推的読みJを採用している傾向が非漢字図受講生より高い。漢
字密受講生は漢字詰棄を追って、大体の文章理解をしようとし「類推的読み」を選ぶ率
が高かったと考える。わからなくなった時の対処でも、辞書で誤べるより、問題箆所の
前後を読み返したりして、推測しようという姿勢が見られた。
-非漢字盤受講生の方が「逐語的読みJを選んだ割合が漢字密受講生よりも高い。非漢字
圏受講生は、漢字詰葉を始め辞書で言葉の意味を調べることにたよる傾向がある。
・漢字圏、非漢字留受講生とも読解の困難点として、 f音葉・文法力の不足」を挙げ、読
む力をつけるためには「語集・表現の知識を増やすJを挙げている。
・授業で読みたいものとして「語集・表現がたくさん学べるもの」、「内容が面白く、理解
しやすいものj が求められていた。その結果、読み教材の「血液型による性格判断JIトッ
トちゃんj の人気が高かった。
-受講生は、小テストは語嚢・表現の拡充、定着という意味で役に立つと考えている。
-グループ学習を肯定的に捉え、クラスメートとの意見交換は理解を深めると考える受講
生が多い。
-効果的なグループ学習には、「話すJ I開く j 力が関係しているようだ。
・受講生は概ね授業に意欲的に取り組み、「読むJを通して、「聞く j など他の技能も発展
させ、日本語力全般の向上を目指している。
授業では、漢字圏受講生が漢字詰集を追いながら、読み進めて行くという読み方をする
傾向が見られ、効率的な読み方をしているようだが、文法的知識の不足から、強引な類推
をする、漢字の読み方に正確さが欠けるなども観察された。一方、非漢字圏の受講生では、
漢字詰棄に弱し1ということを自覚し、辞書で丁寧に言葉を調べて授業に臨む者は読む力も
優れていた。
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6.終わりに(今後の課題を兼ねて)
今回のアンケート調査のきっかけは、教師の意に反して、使用した読解教材が受講生に
人気があったことであった。教師は、読み物を元に学習者に新たな知識を与え、深く考え
させたり、議論させたり、という活動を授業に取り入れたいと考えていた。一方、受講生
は、語桑・表現の拡充を第一に考えていたようだ。
受講生が授業で、読みたいと挙げた仁位 3つは、「詰'葉・表現がたくさん学べるも0)J I内
容が面白く、理解しやすいものJI日本について学べるもの」であった。語葉・表現があ
まり苦労せず学べて、それらを使えるようにする仕組みを持った読み教材の開発を目指し
たいと考える。また、読む力をつけるためには「興味のあるものを多く読む」、読むのが
凶難な理由のーっとしても「興味がない」が挙げられていた。人それぞれ興味は異なるが、
学寄者が「面白しリと考える内容を今後具体的に探っていきたい。
今回はJ600レベルの学習者を対象としたが、さらにJ600以外のレベルの学習者との比較
考察を試みたい。加え、漢字国、非漢字障の学習者の読みのプロセスの調査を行い、未知
の言葉に遭遇した時の対処の方法、特に辞書の使い方に焦点を当て考察していきたいと考
えている。
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900 I話すJの場合一J~筑波大学留学生センタ一日本語教育論集~ 27号:277-288 
申貞居、・酒井たか子 (2012) r筑波大学留学生センターにおける学習者のニーズ分析 -J500-
900 r開く」の場合-J~筑波大学留学生センタ一日本語教育論集~ 27号:289-298 
高橋純子 (2013) r読む600Jの授業で教師が目指すもの一教材を中心にして-J~筑波大
学留学生センタ一日本語教育論集~ 28: 235-250 
孟li:，!~ .小野正樹 (2012) r筑波大学留学生センターにおける学習者のニーズ分析 -J500-
900 I読む」の場合一J~筑波大学留学生センタ一日本語教育論集~ 27号:299-317 
劉雅静・木戸光子 (2012) r筑波大学留学生センターにおける学習者のニーズ分析 -J500-
900 I書くJの場合一J~筑波大学留学生センタ -1ヨ本語教育論集~ 27号:319-332 
渡辺時夫 (1996) ~新しい読みの指導一目的を持ったりーディング』三省堂
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資料 1 (1) r読み方調査アンケートJ(筆者による空行・ルピ削除)
名前
次の質問に答えてください。
1 . (1)か(2)のどちらかを選んでください。その理由を 1つ選んでください。
「その他Jを選んだ時は、必ずその理由を書いて下さい。
(1) 読み物を読むときは、必ず最初から i行ずつ単語の意昧を確かめて読んでいくのがいいと思
つ。
理由 1) 安心てやきる。
2) わかりやすい。
3) いつもそうしている 0
1) その他
(2) わからない単語や表現があっても、現在自分の持っている日本語の知識を使って最後まで読
んでいく。読みながら、知らない言葉や表現の意昧を類推(叫oguess)してみる。{可が書か
れているのか、どんな情報があるのかを探し出すようにするのがいいと思う。
理由 1) 速くだいたいの内容が理解できる。
2) 読むことが大変ではなくなる。
3) いつもそうしている。
4) その他
2. 読むのが難しく感じるのはなぜでしょうか。 2つ選んでください。「その他j を選んだ場合
は、必ず具体的に書いてください。
理由 1)単語・文法の知識の不足
2)背景的知識(=background knowledge)の不足
3)書かれている内容にあまり興味が感じられない 0
4) その他
3.読んでいて何か理解できないとき、どうしますか。
( )読み続けて、先に行けば分かるかも知れないと思って，読んで行く。
( )分からないところを何回も読み返す。
( )分からないところより前のところに戻ってもう一度読み返す。
( )知らない言葉を辞書で調べる。
( )あきらめて、読むのをやめる。
4. r読むJ力をつけるために何が必要でしょうか。そのためにはどんな練習をしたらいいでしょ
うか。考えて書いてください。
5.上に書いたことで実際にあなたがやっていることはどれですか。
6.上に書いたことで、今までやっていなかったが、これからやってみようと思うものはどれで
すか。
7. 下の中で授業で一番読みたい f日本語の文章Jは何ですか。 1つだけ選んでください。
( )新しい単語や表現がたくさん学べるもの
( )新しい文型がたくさん学べて、習った文型が多く出てくるもの
( )内容が面白く、スムーズに理解できるもの
( )内容を理解するために深く考えなければならないもの
( )日本の文化や日本について何か学べるもの
( ) 1可か新しい知識が習得でき、話題にできそうなもの
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資料 2 (2) I読み方誤査アンケートJ(筆者による空行・ルビ削除)
名前 きたくない人は書かなくてもいいです)
1 .読む642の感想、を聞かせてください。読み物はどうでしたか。
①血液型による性格判断
おもしろかった ふつう おもしろくなかった(どこが?) 
むずかしかった ふつう かんたんだった ( 1可が?) 
役に立った ふつう 役に立たなかった (どうして?)
l或相:
②トットちゃん
おもしろかった ふつう おもしろくなかった(どこが?)
むずかしかった ふつう かんたんだった (1可がつ)
役に立った ふつう 役に立たなかった (どうして?)
!或己，、相'、 : 
③ラナルド・マクドナルドと森山栄之助
おもしろかった ふつう おもしろくなかった(どこが?)
むずかしかった ふつう かんたんだった (何が?)
役に立った ふつう 役に立たなかった (どうして?)
l或相:
④;毎の祭礼
おもしろかった ふつう おもしろくなかった(どこが?) 
むずかしかった ふつう かんたんだった (何が?)
役に立った ふつう 役に立たなかった (どうして?) 
l或棺
⑤)11 fpn
おもしろかった ふつう おもしろくなかった(どこが?) 
むずかしかった ふつう かんたんだった (何が?)
f交にてZった ふつう 役に立たなかった (どうして?)
i或相:
2.授業の前に読み物を読んできましたか。
( )いつも読んできた。( ) i時々読んできた。 )全然読んでこなかった。
どうしてですか。
3. グループで読むのはどうでしたか。
( )役に立った。( )あまり役に立たなかった。 )一人で、読んだほうがし1い。
どうしてですか。
4. 小テストはどうでしたか。
( )役に立った。( )あまり役に立たなかった。 )ない方がいい。
どうしてですか。
5. この授業でどのくらい一生懸命勉強しましたか。
( )とてもよく勉強した。( )ふつう )あまり勉強しなかった。
どうしてですか。
6. その他、何でも気がついたことなど書いて下さい。
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